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排尿ケア推進室                                       室長 市川 孝治 

● 活動目的 

2019 年度より排尿ケア推進室として認可されています。今回で活動報告は５回目となります。 

1. 国立病院機構岡山医療センターにおける患者の排尿自立支援を推進する目的に、多職種と協力し

て排尿ケアの実践と院内教育を行う。 

2. 室の業務は次のとおりとする。 

a) 下部尿路機能障害の症状（尿失禁、尿閉等）を有する患者の抽出 

b) 下部尿路機能評価のための情報収集 

c) 下部尿路機能障害を評価し、排尿自立に向けた計画を策定 

d) 包括的排尿ケアに対する病棟スタッフへの指導とケア実施後の評価 

e) 排尿自立指導の実践状況（尿道カテーテル留置患者数、排尿チーム介入患者数、排尿障害件

数、有熱性尿路感染症件数等）を把握する  

f) 院内研修の実施 

● 活動状況 

1．2022 年度の活動状況 

a) 排尿ケアラウンドとして、毎週月曜日に病棟へ出向き、個々の症例について排尿自立に向けた計

画を策定、実践した 

b) 奇数月に排尿ケアチームによる委員会と、勉強会を開催した 

c) 排尿ケアチームに携わる資格取得のため、所定の研修を新規に 5 名が受講した 

d) 全職員を対象に、2023 年 3 月 9 日、8F 大研修室にて排尿ケア院内研修会を開催し、24 名の受講 

者があった 

コロナ禍で、開催日を度々変更したこともあり、受講率は例年より低かった 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R３年度合計 242 279 255 299 291 245 260 267 289 334 244 247

R４年度合計 226 250 279 235 224 257 300 215 209 224 261 291
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褥瘡対策室                    室長 末延 耕作（形成外科医長） 

 

● 活動目的 

 入院患者の褥瘡の予防及び早期発見・治療、褥瘡ケアの質の向上を目的とする。 

● 活動状況 

１．褥瘡対策マニュアルの改訂・追加 

２．入院基本料に関する活動 

 １）日常生活自立度評価：100%、褥瘡に係る診療計画書の記載：100% 

 ２）体圧分散式マットレスの整備を実施 

破損・消耗しているマットレスは 3 台/年あり、回収・交換を実施 

エアマットレスの整備：約 100 台/月に使用している 

３）褥瘡発生・スキン‐テア予防に対する保湿ケアの導入 

４．褥瘡に係るカンファレンス・褥瘡回診の実施 

５．褥瘡ハイリスク患者ケア加算（500 点)に関する活動 

 ・褥瘡ハイリスク患者に対してアセスメントを実施し褥瘡予防治療計画書を作成・実施・評価 

 ・院内研修の実施 

    新人研修 1 回/年、全体研修 1 回/年、ポジショニング研修 1 回/年 

● 活動実績 

１．毎週月曜日に褥瘡回診を実施 

回診・カンファレンス延べ件数 

1 回の回診：平均 5 件  所要時間：約 1 時間～1 時間半 

２．褥瘡ハイリスク患者ケア加算算定数（500 点） 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 134 65 95 106 93 90 79 75 80 67 74 101 

 ３．その他データ 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 28 36 20 23 25 14 24 22 15 38 31 21 
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●研究業績

講演・講義 

1） 院外：岡山看護協会研修 高齢施設での看護［褥瘡・排泄編］講義

2022 年 11 月 8 日 松田 晶代（皮膚・排泄ケア認定看護師）

2） 院内：岡山医療センター附属看護助産学校 「褥瘡の基本とスキン-テア」講義

2022 年 10 月 27 日 溝内 理子（皮膚・排泄ケア認定看護師）
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新規褥瘡発生率年度比較 R3年度 R4年度

RRS（Rapid Response System）室                  室長 岩本 佳隆 

 

● 活動目的 

岡山医療センターにおける患者の病態変化に対して早期に認識・介入し、重篤有害事象を軽減する

ことを目的とする。 

 

● 活動状況 

1. RRS における活動 

1) 室規定の修正 

2) RRS 起動基準を簡略化 

3) 院内へ RRS コールを促す掲示、RRS 起動基準の掲示 

4) RRS に関する全職員への周知（医療安全研修会：2022 年 8 月 22 日） 

5) FCCS（集中治療医療安全協議会）セミナー受講促進 

6) 年 4 回の RRS チームカンファレンスの実施 

 

2. RRS 起動状況（2022.4.1～2023.3.31） 

 

RRS 起動は 1 年間で全 7 件。全例で介入によりいったんは改善。現病死が 3 例。 

RRS が多く起動されている他施設に比較すると、起動件数は少ないと考えられる。 

 

3. CAC 起動状況調査（2022.4.1～2023.3.31） 

2022 年度 CAC 発令：23 件（うち 19 件が時間外の発令） 

CAC 発令のうち ROSC：13 件、回復：3 件 

うち、CAC 前に状態変化があった事例が 15/23 例（65.2%）、状態変化があった事例の中でモニター

が装着されていた事例が 10/15 例（66.7%） 

CAC 前に状態変化があった事例について、RRS が介入することが望ましい。 
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